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関 係 法 令
法 律 ' 
第 170 号 日本育 英会法の一部を改Eする法律 ｜ 
報 第 24号
第 182 号 通算年金制度 を創設するための関係法律のー
部を改正する法律 36. 11. 1 // 
第200 号 女子教育 職員の産前産後の休暇中に おける 学
校教育の正常な実施の確保に関する法律の一
部を改正する法律 36. 11. 9 官 報
第236号 会計法の一部を改正する法律 36.11 .22 // 
政 令
第367 号 国家公務員共済組合 法施行令の一部を改正す
る政令 36. 11. 14官 報
省 令
大蔵第 70 号 国家公務員共済組合 法施行規則の一部を
改Eする省令 36. 11. 1官 報号外
。 第 72 号 支出事務規程等の一部を改正する 省 令
36. 11. 11官 報
規 則
人事院8-16 昭和36年 法律第 176号の施行に伴う採用
。
。
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候補者名簿に ついての経過措置等
36. 11. 1官 報号外
9-35 タイピスト等及び職務の等扱の最高の 号
俸又は最高の号俸をこえる俸給月額 を 受
ける 職員の俸給の切替え
36 . 11 . 1 // 
8-13 行政職俸給表←）の8等級の官職等への
任用候補者名簿に よる職員の任用に関す
8- 15 
9- 1  
9- 2 
9- 8 
9- 17 
9-22 
9-24 
9-30 
9-34 
る特例等の一部を 改正する規則
36. 11 . 1 I/ 
採用候補者名簿に ついての経過措置等の
一部を改正する規則 36 . 11. 1 グ
非常勤職員の給与の一部を改正する規則
36. 11. 1 // 
俸給表の適用範囲の一部を改正する 規則
36. 11. 1 /,I 
初任給 、昇格 、昇給等の基準の一部を改
正すを 規則 36. 11. 1 グ
俸給の 特別調整額の一部を改正する規則
36. 11. 1 I/ 
暫定手当の一部を改Eする 規則
36. 11. 1 /,I 
通勤手当の 一ー部を 改正する規則
36. 11. 1 // 
特殊勤務手当の一部を 改正する規則
36. 11. 1 /,I 
初任給調整手当の一部を 改正する規則
36. 11. 1 /,I 
36. 11 1 官 報号外 ｜ 告 示
第 176号
第 18 1号
一般職の 職員の給与に関する法律の一部を改 ｜
正する法律 36. 11. 1 // I 
通算年金通則法 36 . 11 1 ク I 
文 部 省 昭和37年度科学研究費 交付金および科学試験
研究費補助金の 研究計画調書の提出期限を定
める件 36. 11. 24官 報
第 24 号
本 省 通 知
国家公務員等の海外渡航の自粛及び
国費等による海外渡航者の自国機利
用について
10月31日付 文部省大臣官房人事課長 通知
このことについて、 別添のと おり内閣官房長官から 通知
がありましたので、貴管下の 職 員に対してもこの旨を周知
徹底させ るようお取り計ら い願います。
文部事務次官殿
内閣閣甲第67号属
昭和36年10月25日
内閣官房長官
国家公務員等の海外渡航の自粛及び国費等
による海外渡航者の自 国機利用について
標記が、10月1 9 日の事務次官等 会議で別紙（ー ）仁）のと おり
申し合せになりましたので、 貴省庁 職員に対し周知徹底す
るよう然るべく御取り計ら い願います。
なお、貴管下の 政府関係及び民間事業者団体に対しでも
これが周知方につき、 然 るべくお願いします。
別 紙←）
国家公務員等の 海外渡航の自粛について
昭和36和10月1 9日
事務次官等 会議申合せ案
最近における国際収支の動向にかんがみ、 国家公務員 、
地方公務員及び政府関係機関の役 職員の 海外渡航について
は、極力これを自粛 し、 特に緊急必要不可欠と認められる
用務の ある場合 を除き、一切これ を認めないこととすると
ともに、 当該用務がある場合においても、渡航日数は必要
最少限度に止めるものとする。
なお、 この際地方公共団体及び民間事業者団体等に対し
ても、 各所管官庁において、 昭和36年 9 月26日付閣議了解
及びこの申合せの線に沿い、 不急不要の海外渡航 を極力自｜
粛し、やむをえない事由 がある場合においても、 滞在費等 i
を最少限度に止め るよう指導又は勧奨することとする。 I 
別 紙に）
国費等による海外渡航者の自 国機利用に
ついて
昭和36年10月1 9 日
事務次官等会議申し合せ
国際収支の現状にかんがみ、 国費等による海外渡航者は i
品.I,
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今後、やむを得ない理由で外 国機 を利用する場合 を除き、
自 国機の就航 している路線については自 国機を利用するよ
う措置するものとする。
学 内 規 程
富山大学工学部規程の一部改正
富山大学工学部規程の一部を評議 会の議を経て 次のよう
に 改正する。
昭和36年1 1月24日
富山大学長 梅 原 真 隆
別表付 電気工学科、専門科目中
｜ ｜ 電気磁気第1 I 2 � I を
電気磁気第1 I 3 !! ' に 改め る。
附則の 次に次の附則 を加える。
附 則（昭和36年11月24日 改正）
この 規程 （ 改正）は昭和36年 11月24日から実施し、 昭和
36年10月 1 日から適用する。
学 内 通 知
昭和37年度経済学、薬学、 工学の 各専攻科学生 募集要項
は、25日の評議会で、承認され決定した 。
昭和三十七年度経済学専攻科経理経
営奪攻学生募集要項
一、 募集人 員
経理経営専攻 10名
二、入学資格
1. 経理経営専攻と関連ある経営学科、商学科及び経済
学科 を終了した大学卒業者
2 .  その他学士の称号を有する者、 ま た は文部大臣の 定
めるところによりこれを同等以上の学力があると認
められた者
三、願書受付 期間
昭和37年 3月22日 （木）より
昭和3 7年3月31日 （土）まで
四、 選考方 法・期日・場所及び学カ検査科目
合格者の決定 は出身大学の調査書、学力検査及び健康診
断等の 総合判定による
学 力 検 査
昭和37年4 月 9 日 （月）午前 9 時より
健 康診断
昭和37年4月 9 日 （月）午店3時より
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報
学力検査学科目及び時間割
｜時 間I 9. OD - 12. DO jn. 0ト14.30 15.00 
｜ ！経営、商学 ｜ 
i 検 査 ｜ 経済の うち（論文〉 ｜ 英 記i 健 康
I i より二題選 ｜ ！科 目！択 ｜ 診 断
五、合 格 者 発表
昭和37 年4 月13日（金）
昭和37年度薬学専攻科学生募集要項
1. 募集 人員
薬学専攻季｜ 7 名
2. 入学志顧資格
1. 薬学専攻と関連ある理科系学部学科を修了した大学
卒業者及び昭和37 年3 月卒業見込の巻
2. 前項と同等以上の学力があると認められた者
イ．旧大学法令による大学を卒業した者
ロ．旧高等諒範学校規栓による高等師範学校専攻手｜をl
卒業した者
ハ．旧中等学校令による中学校もしくは高等 女学校を
卒業した者または旧専門学校入学者検定規程によ
りこれを同等以上の学力を有するものと検定され
た者を入学資格とする旧専門学校令による修業年
限5年以上（予科の修業年度を含む〕の専門学校
校を卒業した者
エ．旧専門学校令による修業年限 3 年の専門学校を卒
業し更に研究所等において研究実績2年以上を有
する者
ホ．外国において学校教育における16年の課程を修了
した者
3. 願書受付期間
昭和37 年 3月 22日（木曜日）から
昭和37年 3月31日（土曜日）まで
4, 選考方 法・期日
合格者の決定は出身大学の調査書及び本学で行う学力検
査及び健康診断によって行う
学力試験 昭和37 年4月12日（木曜日）午前9時よ り
健康診断 昭和37年4月11日（水曜日）午店1時よ り
なお健康診断については試験場において指示する
5. 合格者発表及び授業開始
昭和37 年 4月18日（水曜日）本学部に掲示するとともに
本 人に通知する
昭和37度富山大学工学専攻科学生募集要項
1. 募集人員
電気工学専攻 5 名
工業化学専攻 5 名
金属工学専攻 5 名
機械工学専攻 5 名
2 出願資 格
昭和37年2月1日
1. 工学専攻と関連ある理科系学部学科を修了した大学
卒業者
2. 前項と同等以上の学力があると認められた者
イ、旧大学令による大学を卒業した者
ロ、旧高等師範学校規定による高等師範学校専攻科を
卒業した者
ノ、、旧中等学校令による中学校若しくは高等女学校を
卒業した者または旧専門学校入学者検定規程によ
れ これと同等 以上の学力を有するものと検定さ
れた者を入学資格とする旧専門学校令による修業
年 限 5年以上（予科の修業年 限を含む） の専門学
校を卒業した者
ニ、外国に於いて学校教育に於ける16年の課程を修了
した者
3 . 出 願 期 限
昭和37年3月 1 日－15日迄
4. 選考方法・期日
入学者の選考は出身大学の調査書・学力試験及び健康診
断によって行う。
学力試験 3月25日午前9時よ り
健康診断については 当日 指示する
5. 入学許可者発表
3月:11日工学部内に掲示し同時に本 人へ通知ずる。
総 ,6、仁コ J情 幸良
第 1 回一般教育審議会
第1 回一般教育審議会は11月25日本部会議室で聞かれ今
後の議 事運営について当分の間月1 回、評議会召集日 以外
の金曜に聞くことを決めた。
学 長 選 挙
梅原学長の任期は11月30日をもって満了となるので、11
月1 日午前10時から後任学長選挙が黒田講堂む行なわ れ
た。
これより先、学長候補適任者選定委員会の選んだ適任候
補者を10月9日次のとおり公示した。
上 原 専 禄（一橋大学名誉教授）
小 竹無二雄 （大阪大学及び大阪市立大学名誉教授）
谷 村 煎（元九州大学工学部長）
盛永俊大郎（九州大学名誉教授）
横 田嘉右衛門 （薬学部長 ）
選挙の結果過半数の得票者がなかったため、引き続き11
時から上位の小竹、横田の両氏の聞で決戦投票が行われ、
その結果小竹氏が当選し た。
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併し小竹氏は固辞して受けないため、 6 日夕刻協議会を
聞いて再選挙を12月12日午前10時から行う ことLしたっ そ
して新に選ばれた選定委員は 9 日次の選挙の候補適任者を
次のとおり公示した。
横 田嘉右衛門
南 日 実
佐々木 申 二
字国新大郎
上 原 専 禄
再
（薬学部長）
（前工学部長）
（元京大理学部長）
（神奈川大学教授）
（一橋大学名誉教授〉
選 挙
11月1日の選挙の結果当選した小竹無二雄氏の就任辞退
に伴うやりなおし選挙は12月12日10時から黒田講堂で行わ！
れた。 投票の結果最高得 票の横田教授も過半数に達せず、
前回同様11時から次長者南日実氏との聞に決選投票が行わ
れたがその結果、横田教授の当選が確定した。横田新学長
の皐歴は次のとお りである。
明治30年会津若松市に生る
品」』
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き37年度から着工されることLなった。いわば、先生は懸
案実現の決定的役割を勤め終せられたのである。 この他、
就任早々手かけられた経営短期大学部設置も実現して、い
まや第 一 回の卒業生を出そうとしている。
先生は仏教学者であ り、敬度な信仰家であるから、 寛宏
なお人柄で、あったが、 一方理を理とし、正を正として、一
歩も退かぬという秋霜烈日の一面もあったことは見逃す訳
にまいらなし、。 龍谷大学に在任中教義の見解に対する宗門
の制肘に対し反接、同志とともに連挟大学を退かれたこと
は、 当時新聞紙上を賑わし、斯界に大きな波紋を呼ぴ起し
たときく。 そして退識の先生は顕真学苑を創設して、 自由
な研究を始められたことも、先生の経歴に異彩を放たたし
めるものであらう。 この学苑で発刊された先生の著書は四
十数冊に及ぶという。
この強い確乎たる御性絡の故にか、異却の京都において
市会議員に選ばれ、 進んで、参議院議員どして国政にもたづ
さわられたものであらう。
退職後引き続き勤められる西本願寺の勧学寮は、 その宗
第 四高等学校を経て大正12年東京大学医学部薬学科を卒！務昂とともに宗門の二つの住で、あって、一つは経宮の面を
業 ｜ 一つは教務の面を司る重要な機関ときく。 こ の勧学寮の寮
昭和8年岐阜薬学専門学校教授
同12年徳島高等工業学校教授
同19年富山薬学専門学校長
同 24年本学薬学部長を 勤め五回重任今日に至る。
梅 原 学 長 の退任
梅原学 長は11月 30日 をもって その 4 年間の任期を終え ら
れた。 先生は時に76才になられる。 その喜歴は次のとおり
である。
大正3年 仏教大学卒
。 8 ij 仏教大学教授（現竜谷大学）
昭和4 年 龍谷大学を辞職
// 5ゐ 顕真学苑を設立、 主幹となる。
// 11 // 本願寺勧学
ィ？ 16 // 京都市会議員
々 22 // 参議院全国区議員
// 28 // 西本顧寺寮頭
〆 32 /  富山大学長
先生が在任中なし遂げられた仕事は数々あるが、学長就
任の以前にも本学に貢献されている。 それは経済学部の発
足についてである。 当時参議院文教委員長であられた先生
は、斡旋の労をとられたのであって、同学部は先生の この
労によって実現したといっても過言ではあるまい。 また在
任中第 一の功績は、集中計画の実現であらう。 これは何等
かのかたちで早晩突現すべきもので、あったらうが、時に難
行 していたのである。 それが先生の閲歴、声望、人物が中央
地方の折衡に効を表わし実現するに至ったものであって、
今や文理学部は着 々 と建設されつ L あり 、薬学部も引き続
頭とあるから、もって先生の宗門にお ける地位と役割が知
られる。
今後は京都を主たる住いとし、宗門のためばかりでなく
文化の方面にも活躍されるとともに、研究著作にも従事さ
れるときく。京都のお住いは次のとおりである。
北区小山西元町41 顕真学苑
学 位 取 得 者
薬学部 助 手
取 得 学位
論文題名
提出大学
論文主査
取得年月日
工学部 助 教 授
取 得 学位
論文題名
提出大 学
取得年月日
論文主査
工学部 教 授
取得学位
論文題名
提出大 学
取得年月日
金 岡 又 雄
薬学博士
チオセミカルパチツド関連化合物
の合成化学的研究
九州大学医学部
教授 西海技東雄
昭和36年11月20日
宮 尾 嘉 芳
工学博士
円孔の付近に荷重をうける平板の
応力に関する研究
東京工業大学
昭和36年11月10日
教授 末 沢 慶 忠
横 山 辰 雄
工学博士
塩素酸ソーダ壌造用電解槽の塩素
逸散に関する研究
東京大学
昭和36年11月25日
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報永年勤続職員の表彰
恒例による永年勤続職員の表彰式は後援会と共催のもと
に11月22日（7.k） 午前11時本部会議室で行われ、学長から
表彰状と記念品が下記の職員に贈呈された。
勤続 内 訳｜
所属部 局 官職 氏 名 年数 本目T l他育機の教関
文理 学 部 教 授館 煎道 20.9 20 9 0 
教 育 学 部講 師加藤寿美子 20.0 20. 0 0 
。 グ グ 吉田英子 20.9 13. 9 1 . 0 
。附属小学校 。 酒井一夫 20・9 14. 61 6.3 
グ // /,I 高村文一 �0.9 14.9 6.0 
グ グ 0 嶋田久一 20 . 9 12. 0 8 . 9 
// // // 島木信子 20. 9 12' 9 8' 0 
築 学 部事務官桜井雅事 20.2 2Q .2j 0 
工 戸うふーら 部 教 授；上野 亨I 20.4 15.6! 4.8 
。 。 ！井上 浩 25.91 10.8 15.1 
文部省永年勤続職員の表彰
学内の表彰とは別に、文部省永年勤続者表彰規程（昭和
36年10月18日文部大臣裁定）による表彰が行われ、本学で
は下 記の 4名が 該当者として文部大臣の表彰状を授与され
た。
この規程は従来本省内の職員に対してのみ行われてきた
ものであるが、このたびその範囲を拡げ、国立大学等の職
員にも適用する こととなったものである。 そ してこれは在
職中の者ばか りでなく、退職時においても、退職者に定め
られた年限を超えている場合は表彰されるものである。 な
おこれは文部教官が除外されているものであって、本 学が
従来行ってきた表彰を排除するものでなく、 これと併行し
て今後とも行われるものである。
本学表彰者
事務局長
庶務課長
会計課長
工学部事務長
彦大良
光
喜虎ニ茂中上原瀬田村中柳
日本教育大学協会北陸地区部会
この部会は11月 6. 7の 2 日間本学が当番斡事となって教｜
育学部で開催された。 ｜ 
協議題目
1. 日教協（本会のこと）の改組について（金沢大学） ｜ 
2. 教育学部 （学芸学部）の校舎、施設等の充実年次計 i
画実施について （新潟大学） ｜ 
第一部会 （北陸地区、福井、金沢、富山r新潟）
昭和37年2月1日
（日教協第一部会出席者、於佐藤記念舘）
3. 新制大学の新設学科について （ 。 〉
4. 教員養成学部の現在おかれた立場について
（富山大学）
5. 北信越地区の運営について
6. 準実験講座の運営について
! 0その他承合事項
// 
1. 厚生補導委員会の講成任務等について（信州大 学）
2. 新技術科、職業科並に美術科の教官組織及びカリキ
ユラムの方針について （金沢大学）
3. 旅費の盟介について （富山大学）
なおこの教育大学協会については本学報第15号で解説し
ておいたが、この第一部会は学長、学部長、分校場主事を
もって構成するものであ り、 次に掲ける第二部会は教授以
下助 手ま でを以って構成する。
第二部会 （音楽部会研究協会）
この部会は同じく本学が当番世話筏となって11月23、24
の両日教育学部と市公会堂を会場に開催された。来会者は
北信越の 4大学から20名、本学からば黒坂助教授等9名で
ある。
第1 日は公会堂で来会教官に、 これに闘行 した夫々の大
学の男女学生の合唱、管絃楽の競演があって、 この批評協
議懇談会も引きつづいて行われた。
第2日は会場を教育学部に移し、研究発表会が、論説の
部、作品の部、演奏の部の3部会に分れ次々と行われた。
特に作品の部では黒坂助教授の「高志の歌」が披露された。
この問、文理学部の岡崎教授の「ドイツの音楽と演劇」なる
特別講話が行われた。
梅原学長の送別会
11月 限りで退職された梅原学長の送別会は、11月30日午
後4 時から黒田講堂で開催された。これには学内教職員の
他に吉田知事初め後援会の方々も多数出席して盛大に行わ
れた。横田薬学部長は一同を代表して送別の辞を述べた。
これに対し学長は次のあいさつをした。
在任中は外、各界の各位のなみなみならぬ御支援と、内
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教 官、事務職員各位の有がたい協力をいただいて、今日ま
で大過なく過してきたζとを、衷心より感謝いたすもので
あります。
今夕はまた、御丁寧な送別会を催していただくのみなら
ず、思いもよらない御館別を痔うして恐縮、感慨するもの
であります。
去るにあたっては、ただただ御礼を申し上げねばならぬ
ことばかりでありますが、去った後もよろしくお願いする
次第であります。
教育に御熱心な皆さんの御支援を受けて、本学は着々之
確実な足どりをもって発展しつつありますが、 なおこの上
知事を始め各位の御授助、そしてまた、学内の教官、事務
職員の方々の熱意と御努力により更に歩武を進め、新しい
大学の典型となる日の近いことを祈ってやみません。
こ のほか吉田知事、 高瀬文理学部長、溝上教育学部長、
花 井経済学部長、田中事務局長が館けのことばを述べた。
部 局 情 報
学生部
第11回北陸三県学生交歓芸術祭
第li回北陸三県学生交歓芸術祭は、本学の主催により晩
秋の11月18日から 4 日間、福井大学、金沢大学、富山大学
金沢美術工芸大学、金沢女子短期大学、北陸学院保育短期
大学の 6 大学に賛助の信州大学を迎えて、下記のとおり行
われた。
（部 門）
絵画・彫塑・工芸展
書道・写真展
放送劇（録音）
演劇
音楽会
ユイ・クロ
（富山大学）
モル毛ツト
（令同大学）
沢氏の二人娘
（福井大学）
記
（日 時）
11月18日（土）
午前10時から
19日（日）
20日（丹）
午後3時まで
。
11月19日（日）
午前11時から
11月19日（日）
午後10時から
。3時30分から
。 6 時から
（会 場〉
富山市公会堂
3. 4 .5階各集会室
黒 田 講 堂
附属 図書館
視聴覚教 室
電気ピJVホール
11月23日（休日） 富 山市公会堂
午後1時から 大 ホ ー ル
折しも県芸術祭開催と重なって 、一般市民の多数参観を
得、一層会を盛り立てた。 そして各部門とも意欲的な作品
に若々しい情熱と新鮮ないぶきを見せて大いに成果をあげ
Tこ。
文理学部
中部文学会ならびに 日本英文学会
中部支部研究発表大会
昭和3 6年11月4 日・5白の両日、本学主催のもとに、経
学
済学部教室において、中部地区各県から多数の参会者を得
て行なわれ、つぎの諸氏の研究発表ならびに特別講演があ
った。
第 1日 （11月 4 日 ）
1. 夏の夜の臥するかとすれば一古今集の夏歌一首に
ついて一 富山中部高校 清田秀博氏
2. 大蔵史生倉橋豊蔭ということ
3. 万葉歌人の伝承精神
富山大学 山口 博氏
富山中部高校 間田松之助氏
4 ,  J.グリム「言語起源論」の起点と位置にづいて
富山大学 上野 英雄氏
5, デイドロのセネカ 弁護論の若干の問題
名古屋大学 中 川久定氏
6. アグノヱル教 授の仏語訳瀕氏物語について
名古屋大学 松村博司氏
7 .  作文大体についての諸問題
愛知県立女子大 小沢正夫氏
8. 戦後文学史のー問題
名古屋大学 深萱和男氏
9. 勅撰和歌史に関するー問題
名古屋大学 後藤重郎氏
特別講演 俳詰のE式作法一美濃派を中心として ー
第2日 （11月5日）
第一 室
岐阜女子短大学長 各 務児雄氏
1 . Robert Bumsの詩の中に表れたCentralAyrshire 
地方言研究
愛知県日進中 山田 二郎氏
2 . Adverbia l ComplementとしてのInfinitive及
びThat-Clause 静岡県清水京高 内田 貢氏
3 .  短縮化は単純化か「名調＋名調」連結の功罪につ
いて 静岡薬科大 中村一雄氏
4 . Modern EnglishのCaseに関する一考察
静岡県・浜名 高 広野繁蔵氏
5. 英語の品詞分類の問題点
南山大学 小島義郎氏
6. 英語教育の問題の中から
長野県飯田西中 吉池保男氏
7. 日本語化された英語及びこれを中心とした英語教
授法について 愛知学院 福 井吾一氏
第 二 室
1. カ ンタベリ物語 （第一話）の持つ意義について
愛知大学 内田 武彦氏
2. Courtly LoveとConjugalLoveの融合
南山大学 今 川憲次氏
3. 詩と思想一「失楽園」における悪の問題ー
富山大学 後藤和夫氏
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4 Sir Thomas BrowneとMi… sm I 
名古屋大学 川崎寿彦氏 ｜
第三室 ！ 
1. Pamela Eについて 名古屋大学 榎本 大氏 i
2. Fieldingの J’Ridiculous＂論について I 
名古屋大学 三谷法雄氏 ！
3. "Stern Foster官of my Living11-Lambの文学l
を支えるもの 愛知県台知野高 小沢康康氏
4. Emily Dickinsonの詩におけるポーズの問題
信州大学
5 .  Henry J a mes のパラドックス
南山大学
特別講演 私の見たアメリカ
北村達三氏 ｜
加藤道夫氏 ｜
東京教育大学教授 成田成芳氏
日
本 部
11月 1日 学長選考管理委員会
学長候補者選挙
協議会
補導協議会
6日 協議会
7 日 学長選考管理委員会
号土己1D'
10日 学長候補適任者選定委員会
14日 庶務係長会議
以 上
15日 文理学部を置く大学長会議 （東京）学長出席
学長候補適任者選定委員会
20日 ’v 
学長選考管理委員会
22日 永年勤続者表彰式
24日 評議会、一般 教 育審議会
藤野前 会計課長離富
25日 補導協議会
29日 評議会学長選別会
30日 学長送 別会 （全学）
｜文理学部
11月8日 教授会
人事教授会
17日 就職懇談会（海老亭）
22日 学部補導委員会
23日 県下高等学校英語弁論大会（文理学部）
i教育学部｜
11月 6. 7日 日本教 育大学協会北陸地区第一部会
昭和37年2 月1日
。 15. 16日 全国教員義成学部事務長会議 （於長崎大
学）
。 23. 24日 日本教育大学協会北陸地区第二部会音楽
科研究協議会
。 25日 就職懇談会
｜ 経済学部
11月9日 教授会 （14回）
11日 越嶺会総会
14日 十大学経済学部長会議 （於虎ノ門共済会館）
29 日 財務委員会
30日 学部補導委員会、教務委員会、教授会
a守.LI'ー 部｜
11月5 日 金沢大学薬学部学生と交歓会 （於黒田講堂、
薬友会主催）
。 10日 教授会
ペ？ 11日 学生大会 （関西薬学生連盟、正加盟について
討議）
ィ7 12日 日本薬学会北陸支部第13回例会並びに総会
（於金沢大学〉
// 14日 放射性同位元素研究室運営委員会
機関研究 （牛黄の生薬化学的及び薬理学的研
究）打合会
。 15日 東京大学医学部附属病院中央検査所所員千原
呉郎氏特別講演
// 16日 学位取得者祝う会 （主催、富山薬窓会〉
// 18日 富山トヨタ自動車株式会社から、学生に課外
活動用の自動車1台寄贈さる。
遠久染寮々祭
ペ7 21日 放射性同位元素研究室運営委員会
// 29日 教 授会
// 30日 富山化学開発部長 児玉寛氏特別講演
工 学 部｜
11月1～2日 名品展覧会
8 日 教授会
13日 教授懇談会
14日 陽性者、間接撮影
21日 補導委員会
25日 寮祭記念タ．ンスパーテイ
｜経営短期大学部｜
11月24日 専任教官会議（14回）
37年度入学試験委員打合せ会
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26日 教職員対学生座談会
29日 梅原学長送別茶話会
職 員住所 ・ 改姓
住所変更
文理学部 中村良郎
城川智都子
教育学 部 塩谷孝雄
氷見嘉康
角井与志雄
岩田 弘
経済学部 飯原慶雄
武 暢夫
工学 部 山口清 一
品.... 
守・
改 姓
本 部 武久美子（旧姓城川）
正 誤
前号（第22号18頁で）
工学 部 野路末吉
とあるは
工学 部 加賀見 実
の誤りにつき訂正する。
改 正 俸 給 表
行 政 職 俸 給 表 （→ 
（昭和86年10月1 日付公布施行）
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備考 この表は． 他の俸給表の適用を受けないすべて の職員に適する。ただし， 第22条及び附則第 3項に規定す
る職員を除く。
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報 昭和37年2月1日
行 政 職 俸 給 表
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1 等 扱
俸 給 月 額
表 ト）
2 等 級
俸 給 月 額
3 等 扱
俸 給 月 額
(36. 11 . 1) 
4 等 級
俸 給 月 額
円 同 同 円
24,500 18,200 12,500 9,900 
2 25,900 19,400 13,400 10.500 
27,300 20,600 14,300 11, 100 
4 28,700 21,900 15.200 11. 700 
5 30, 100 23.200 16,200 12,500 
6 31,500 24,500 17.200 13,310 
7 32,900 25,800 18.200 14.200 
8 34,300 27, 100 19.200 15, 100 
9 35,700 28.400 20,200 16,000 
10 37,000 29,700 2 1,200 16,900 
11 38,300 3 1  ,000 17,800 
12 39,600 32,300 23,200 
13 40,900 33.400 24, 100 19.200 14 42,200 19.900 
15 43.400 35,300 25.700 
16 44.600 1,000 
17 45,800 36,800 27, 100 
18 46,700 22,000 
19 47,600 38.200 28,300 
20 48,500 
21 49,300 39,600 29.500 
22 50, 100 
23 50,900 40,900 
24 51, 700 
備考 この表は．病
も
院，療
適
養
用
所，診療所等に勤務する保健婦，助産婦．看護婦，准看護婦その他の職員で人事院規
則で定める のに す る。
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ヨちそ車合俸職育教
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(47 .000 
48.100 
49.200 
()1.20� 
備考
tlつノ」quH斗RdpD7in口nぺun4unペUηペυnベunベυη4Uハペυ
この表は．中学校．小学校，幼稚園及びこれら
に準ずるもので人事院の指定するものに勤務す
る校長，園長，教論，養護教諭，助教諭その他
の職員で人事院規則で定めるものに適用する。
(36. 11. 1) 
工血i I等組 l 2等紐 I 3等紐
俸 俸給月額 ｜ 俸給月額 ｜ 俸給月額
円 i 円9.900 
2 28,400 12.500 10,301 
29.700 13.600 10.700 
4 31.100 14. 700 11.400 
5 32.500 15,600 i 12.200 
6 33,900 16,500 13.100 
7 35,300 17,500 14.000 
8 36,700 18.500 15,000 
9 38.100 19.500 16,000 
iO 39.800 20.700 17.000 
11 41.500 21 ,900 18.000 
12 43.200 23.200 19.000 
13 44.900 24.500 20.000 
14 46,600 25,800 21 100 
15 48.300 27 .100 22,200 
16 50.100 28.400 
17 51 .900 29.700 24.400 
18 53,700 31 ,000 25.200 
19 55.500 32,300 26.000 
20 56,800 33,600 26,800 
21 58.100 34.900 
�·� 59.400 36.200 28.300 60.500 37.500 i 
24 61.600 38.700 i 29.700 
25 62,700 
26 63.600 1.100 
27 64.500 42,300 
28 
29 .7oo I 
30 45.900 
国表給俸職育教
-10ー

昭 和37年 2月1日
印刷所 昭和印刷株式会社
